
 

 

 天気や気温の変化が激しいこの時期には熱中症の危険も高まります。

水分補給と体調管理に気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園医より 

ほけんだより 
6 月号 

ナーサリーつづき 
2023.5.31 
看護：池上 

コロナと胃腸炎

が増えて 

います。 

 ものを食べるのに欠かせない「歯」。乳歯が 

虫歯で抜けてしまうと、食べることに支障が 

出るため、体の成長にも影響します。小さい 

ころから歯みがきの習慣をつけて、歯を守りましょう。 

 また、歯医者さんは歯を守る強い味方です。 

歯がきちんとみがけているか、虫歯はないかなど、 

歯のトラブルを予防するために、お子さんと 

いっしょに家族で定期的に歯科検診を受ける 

のもおすすめです。 

 歯みがき中に、歯ブラシで口の中やのどに 

けがをする事故を防ぐための３か条を紹介 

します。歯みがき中の子どもが大人に抱き 

つき、歯ブラシが刺さるという事故もあり 

ます。子どもが落ち着いた雰囲気で歯を 

みがけるよう気をつけてください。 

大きくなればなるほど、歯みがきの習慣を身につける 

ことは大変です。まずは歯みがきに慣れること。 

そして毎日褒めながら、楽しみながら続けることが大事 

です。 

・乳児健診 15 日(木) 

・歯科健診 19 日(月) 

※歯科健診の持ち物はあ

りません 



 

 

 

当園ではここ２年、6～7 月に感染性胃腸炎の流行がみられています。

症状が見られた場合は無理をせず自宅でゆっくり過ごしましょう。無理

をして登園すると症状が長引くことがあります。また、感染力が非常に

強く広がりが早いです。 

症状が治まり（24 時間下痢や軟便がないまたは普段通りの便が出た）、

通常の食事が摂れるようになってから登園しましょう。登園時は、保護

者記入の登園届を提出お願いします。 

感染性胃腸炎の原因ウイルスは色々ありますが、中でも代表的なノロ

ウイルスについて記載します。 

 

 

 

・「食品から人」だけでなく「人から人(年齢を問わず)」に感染します。 

(右図参照) 

・感染力が非常に強いです。 

・回復後もしばらく便からウイルスが排出されます。1 週間程度、長

いと 1 ヶ月程度続くため注意が必要です。 

 

 

 

 

・主な症状は、吐き気、おう吐、下痢、腹痛、軽い発熱などです。 

  

 

 

 

・乳幼児や高齢者など抵抗力が弱い人の場合、下痢による脱水症状が

おきることがあります。ぐったりしたり、唇が乾燥するなどしたら、

直ちに医療機関を受診してください。 

 

 

・便や嘔吐物が感染源となるため、便や吐物が触れたところは次亜塩素

酸ナトリウム(ハイターなど)の 0.1％(500ｍｌのペットボトルに次亜

塩素酸ナトリウムをペットボトルキャップ 2杯)で消毒をしましょう。

また、手洗いを強化しましょう。 

 

 

 

☆通常保育中下痢や嘔吐が 2 回みられた場合はお迎え連絡をしてい

ますが、流行時は 1 回みられた場合にお迎えとなります。よろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

感染性胃腸炎について 

ノロウイルスの特徴 

症状 

気をつけたいこと 


